
現状と課題

・使用料及び手数料については、使用料は「施設使用料設定基準」及び「施設使用料減免規定見直し方針」、手数料は「手数料見直
し方針」における受益者負担の原則に基づき、定期的な見直しを実施している。
・施設の老朽化等に伴い、施設の維持管理経費が増加していることから、使用料の算定根拠となる施設原価の在り方を検討する必要
がある。

取組内容

・使用料は「施設使用料設定基準」、「施設使用料減免規定見直し方針」、手数料は「手数料見直し方針」に基づき定期的な見直し
を実施する。
・使用料については、施設原価に含めていない減価償却費や建物本体に係る維持補修費を含めたフルコストによる試算や他都市の見
直し状況を調査・検証した上で、適正な施設原価の範囲を検討する。

期待される効果

・使用料及び手数料について定期的な見直しを実施することで個々の施設や手数料事務に見合った適正な使用料及び手数料が設定で
きる。
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取組項目：使用料・手数料の適正化 区分

課　　名：総務部行政改革推進課 継続

実績

年度別計画 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

1 定期的な使用料の見直し
計画

実績
2 定期的な手数料の見直し

計画

 

実績
3 施設使用料設定基準の見直し

計画   

43 2

実績

数値目標 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

1
定期的な使用料の見直しを行う施設数
（件数）

計画 73 5

0

実績
2

定期的な見直しを行う手数料数
（件数）

計画 354 0 0

効果額見込み（千円） 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

取組期間
計

計画
見込額の算定は困難なため、実績
により検証する 計画

実績 0 実績

検討 実施

実施

実施
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